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資料１ 

令和３年度 自己点検及び自己評価の概要 

令和４年３月３０日 

宮城県高等看護学校 

 

 本校教職員に対してアンケート調査を実施し，学校運営全体について点検を行うとともに，それぞ

れの項目について評価を行った。 

 評点は質問項目ごとに，「適切」は４点，「ほぼ適切」は３点，「やや不適切」は２点，「不適切」

は１点とし，それぞれの平均値とした。 

アンケート結果については，下の図のとおりである。 

 

職員アンケートは，全ての項目で前年度を上回った。 

新型コロナウイル感染症の感染拡大等により，昨年同様，休校や病院等における臨地実習の中止な

どにより学習計画を大幅に変更せざるを得ない状況にあったものの，昨年度の経験を活かし，関係者

との調整・連携を図りながら，リモート授業や学内実習への切り替えなど，各教員がそれぞれの持ち

場で，創意工夫や臨機応変に対応したことにより，学生の学びを確保できたことなどが好評価に繋が

ったものと考える。 

 職員アンケート等を踏まえた個別項目の評価は次のとおりである。 

 

Ⅰ 教育理念・教育目的（平成２年度：３．１３，平成３年度：３．３８）※職員アンケート結果，以下同じ。 

  教育理念や教育目的及び教育目標などについては，毎年，入学生に配布する学校要覧に掲載する

ほか，年度当初に行うオリエンテーション，個別面談等を実施し，学生の理解を深めている。保護



- 8 - 

 

者には，毎年学校案内の送付や保護者会等の場を利用し理解を深めている。また，准看護学校等の

学校訪問を行い関係校への周知を図るほかホームページによる情報発信などに努めており，概ね適

切と評価した。 

 

Ⅱ 学校運営（平成２年度：２．９０，平成３年度：３．２０） 

  教育理念等に基づき教育計画を策定し，学校運営の課題等については職員会議及び教務会等で職

員と共有しながらの課題解決に当たっている。特に新型コロナウイルス感染症対策においては，臨

時職員会議等を随時開催し，教職員間の情報共有を図るとともに，速やかに対応方針を定め学生対

応に取り組んだ。また，新型コロナウイルス感染症の感染拡大等により経済的に逼迫する学生に対

しては，奨学金制度の斡旋や，本校独自の授業料減免制度及び新たな就学支援制度による授業料等

の減免，文部科学省の緊急給付金制度の活用などにより学生への経済的支援に取り組んでおり，概

ね適切と評価した。 

  しかしながら，職員アンケートで情報システム化等による業務効率化に関する評価点が低いほか，

ホームページによる情報発信が少ないなどの意見もあり，さらなる改善に努めていきたい。 

 

Ⅲ 教育活動（平成２年度：３．２０，平成３年度：３．３９） 

  教育理念に基づき教育課程を編成し，各科目のねらい・授業内容・実習の内容・カリキュラム体

系を設定の上実施している。カリキュラム体系や成績評価基準については，学校要覧やホームペー

ジ等で公表している。看護師国家試験に向けた指導体制やカリキュラムも構築されている。 

また，新型コロナウイルス感染症の感染拡大及び学内での感染者の発生などにより，休講や臨地

実習の中止などを余儀なくされたが，リモート授業の実施や学内実習への変更，土曜開講などカリ

キュラムを大幅に変更しながら学習内容に遅れが生じないよう工夫して学習機会を確保すること

ができた。 

  学校運営に必用な教員については，本校専任教員に加え外部講師が適宜配置され運営されており，

適切と評価した。 

  なお，教職員の資質向上への取り組みにおいては，教職員の研修計画を作成し，計画的に研修会

等へ派遣するほか，研修会参加職員の報告の場を設け，新たな知見を職員間で共有を図るなどの取

り組みを行ってきたが，職員アンケートでは，昨年同様，業務多忙により学会への参加などが難し

いなどの意見もあったことから，さらなる改善に努めていきたい。 

 

Ⅳ 学修成果（平成２年度：３．００，平成３年度：３．２５） 

  令和３年度卒業生全員の就職及び進学先を確定することができ，また，令和３年度の国家試験合

格率も１００％であり，適切と評価とした。 

  退学率の低減に向けた対応については，学生ごとに担当教員を決め，きめ細やかに相談・支援を

行っているものの，退学する学生の事情は，進路の迷いや体調不良等の様々で，それぞれに合わせ

た相談支援の結果，学生自身が選択したものであり，退学率の推移で一律に状況を判断することは

難しい。 

 

Ⅴ 学生支援（平成２年度：３．２２，平成３年度：３．４７） 

  学生への進路・就職については，個別相談などにより支援を行っている。また，生活や学習上の

悩み等については，教員が個別面談を行うほか，月２回スクールカウンセラーによる相談を行った。 

  保護者との連携については，出席者は限られたものの保護者会を開催し，教育の状況について説

明を行った。また，特に指導の必要な学生については保護者を交えて修学指導を行っており，全体

として適切と評価した。 
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Ⅵ 教育環境（平成２年度：２．８８，平成３年度：３．０８） 

  設置基準を満たしているものの，現在の施設は建設から３０年以上経過し，老朽化により修繕箇

所も多く発生している。施設修繕については，随時対応しているが，予算の上限もあり修繕箇所の

状況により早急な対応ができない場合もある。しかしながら，全体として，教育活動に影響を及ぼ

さないように管理されており，適切と評価した。今後も，閉校までの期間が短くなっているが，学

習環境に影響しないよう適宜修繕等を行い施設の適正管理に努めていく。 

なお，新型コロナウイルス感染症の感染拡大によりリモート授業を行う場合があるが，パソコン

やタブレットを保有しておらず，スマホにより視聴している学生もおり，ＩＣＴ機器の充実を望む

声もあり，今後対応を検討していく必要がある。 

 

Ⅶ 学生募集と受入（平成２年度：３．１７，平成３年度：３．５９） 

  県内准看護学校には，入学案内や募集要項を持参してＰＲに努めているほか，東北６県の関係校

にも郵送して県外からの入学生も募集している。また，オープンスクールについては，昨年度同様，

新型コロナウイルス感染症の影響から実施できなかった。 

受験者数については，毎年減少傾向にあったことから，本年度，受験生の受験環境を改善するた

め，新たに推薦入試制度を導入したほか，一般入試の受験科目の見直しや受験日を土曜日に設定す

るなどの改善を行った。その結果，定数４０人に対し，推薦及び一般入試併せて７０人の応募があ

り，適切と評価した。 

 

Ⅷ 法令の遵守（平成２年度：３．４０，平成３年度：３．５４） 

  法令及び看護師養成施設設置基準等を遵守し運営されており，適切と評価した。 

しかしながら，前年度自己評価で改善すべきとの意見があったホームページによる情報発信につ

いては，改善がみられるもののまだ不十分との意見もあり，さらなる改善に努めていきたい。 
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資料２ 

令和３年度 学生アンケート集計（全学年）結果 

令和４年３月３０日 

宮城県高等看護学校 

【評価方法】 

各項目について，４段階で評価した。 
４点：強くそう思う，３点：そう思う，２点：あまりそう思わない，１点：思わない 

調    査    項    目 
平 成 

２年度 

平 成 

３年度 

学生 

 

指導 

１ 職員は，わかりやすい言葉で対応・表現している。 3.08 3.31 

２ 
職員は，担当者がいないときにも簡単な相談や問い合わせには対応

している。 
3.08 3.45 

３ 困っているときは，自発的に適切なアプローチを行っている。 2.90 3.18 

４ 職員は，学生からの相談や要望には適格に対処している。 3.03 3.31 

学習 

 

環境 

５ 校舎・施設の案内標識・表示は，整備されている。 2.92 3.29 

６ 事務室・教務室は，入りやすいレイアウトや雰囲気である。 2.76 3.16 

７ 環境美化等は十分である。 3.02 3.27 

８ 施設・設備の安全配慮は十分している。 2.95 3.22 

学校 

の利 

便性 

９ 学校の使用時間の延長・利便性は十分である。 3.02 3.20 

10 証明書などの申込みへの誘導は十分である。 3.08 3.47 

11 証明書の交付期日は明らかにされ，期日までに発行されている。 3.31 3.63 

情報 

発信 
12 本校のホームページは，適時適切に情報提供している。 2.74 3.16 

 

 
 

【自由意見】 

○ トイレの便座が冷たすぎるから温熱機能があるものを付けてほしい。 

○ 学校生活の中で不安なことなどがある時は，適切にアドバイスしてくださり，次に進めるよ
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う導いてくれるのでとても心強い先生方です。 

○ 課題，テスト，レポートなどが重なっていますが，「乗り切れるよ」など先生からの前向き

な言葉があり，頑張れています。 

○ 先生方が厳しすぎると思います。 

○ 授業料の振り込みが不便である。平日の日中にしか出来ない。学校や実習があるので改善し

て欲しい。 

○ 休み時間が少ない。連絡事項で帰りが遅くなることがある。朝の集合が早い。週番制度が大

変。もっと時間をうまく使うべきある。古いしきたりの良い所は継続し，良くない所は直し改

めるべき。 

○ 先生がこわい。おどすのをやめてほしい。愛があるのはわかるけど。 

○ 学校がとても寒いので，あたたかい環境を整えてほしいと思います。 

○ 先生方は相談に優しく応じてもらえるためよいと思いました。 

○ 専門的に先生方から，アプローチを頂けて，感謝しています。分かりやすく深く学ばせてい

ただきました。 

○ 湿度が高いときは床が濡れてすべりそうでした。 
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資料３ 
宮城県高等看護学校の学校評価に関する要綱 

 

（目 的） 

第１条 この要項は，学校教育法で規定する学校関係者評価の実施並びに結果の公表につ

いて必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（定 義） 

第２条 この要項において，学校評価とは，学校教育法第４２条及び学校教育法施行規則

第６６条に規定する自己評価並びに同法第４３条及び同法施行規則第６７条に規定す

る学校関係者評価をいう。 

 

（自己評価検討委員会の設置） 

第３条 自己評価を適切かつ円滑に行うための組織として学内に別に定める自己評価検

討委員会を置く。 

 

（自己評価結果の活用） 

第４条 教職員は，自己評価結果を活用し，教育活動及び学校運営等の質の保証と向上に

継続的に努めなければならない。 

 

（学校関係者評価） 

第５条 校長は自己評価の結果を本校の関係者により組織した学校関係者評価委員会（以

下「関係者委員会」という。）に報告し，意見を聴き，その意見を尊重し，教育活動及

び学校運営に活用しなければならない。 

 

（関係者委員会の構成） 

第６条 関係者委員会は，次に掲げる区分から校長が委嘱する委員により構成する。 

（1）医療福祉業界関係者 ２名 

（2）卒業生 ２名 

２ 委員の任期は，1年とする。ただし，再任を妨げない。 

 

（関係者委員会の運営） 

第７条 関係者委員会に委員互選の上委員長を置く。 

２ 関係者委員会は，校長が招集し，委員長がその運営にあたる。 

３ 校長が必要と認める場合は，関係者委員会に委員以外の者の出席を求めることがで

きる。 

４ 関係者委員会は，委員の過半数が出席しなければ開会することができない。 

 

（報酬及び費用弁償） 

第８条 関係者委員会委員の報酬及び費用弁償については，本校が定める基準により支払

う。 

 

（学校関係者評価の評価結果） 

第９条 委員長は，関係者委員会による評価結果をまとめ，報告書を作成しなければなら

ない。 
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（学校関係者評価結果の活用・公表） 

第 10 条 教職員は，学校関係者評価の結果を活用し，教育活動及び学校運営等の質の保

証と向上に継続的に努めなければならない。 

2 校長は，学校関係者評価結果について，主務課に報告の上，公表しなければならない。 

 

（その他） 

第 11 条 本要項に定めるもののほか本校の学校評価に関し必要な事項は，校長が別に定

める。 

 

附則 

 この要項は，令和元年７月１日から施行する。 

 


